和漢狂句と当座性について――文明十八年十一月十日「和漢狂句」の検討―― by 朝倉, 尚
筆者は、禅imの手になる禅林騒句の大きな特徴が「当座性」に
ぁるのではないかと
考える。そして、この「当座性
」
は、禅林喘
句ほどに顕著ではないが、禅俯の従印した他の迎句文芸にも認められるのではないかと推測している である。本稿では、禅僧の参加した作品として文明十八年十一月十日に禁中において拙された「和漠狂句」（国立国会図宙館蔵「迎歌合集」所収 以下‘r連歌合集」所収の本文を「原 」 略称）を取り上げ、そこに示された当座性について検討 加え
たい。この作品を選んだのは、
両角含一氏によって「迎歌とその周辺」（広島中世文芸研究会発行。中世文芸叢世・別巻1) 「堂上迎歌痘の俳諧ー文明十八年
•和
漢狂句その他ー」論文
に全文が翻刻され、和句を中心に
その俳
諮性について論述 ていることにもよる（以下、引用に際してば「両角氏論文」と略称
させていただく）。氏の翻刻と御論に助
けられた。その上で、禅僧の淡句を中心に、「当座性」 観点より考察を加えてみたい。「狂句」たろ所以を明 めろ上 も、当座性Jの解明が必須であ
ると考えろ。
→ 
「和漢狂句」については
和漢狂句と当座性について
「和漢迎句」の呼称に氾じたもので
朝
文明十八年十一月十日「和漢狂句」の検討I
①実
隆公記・文明十八年＋一月十日条の検討
文明十ハ年十一月十日に催された
和漢狂句について、三條西実
隆は「実隆公記」に次のように記している。
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御只あはらやのすとをりさむき嵐哉贋
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此封句殊勝之由人々稲之、珍重々々、
右の記
m
において、三の点に注目した。ーは和淡狂句、二は辿衆、
三は引用句であろ。【和狭狂句】
倉
尚
あろう。「和漢狂句」の呼称が
かならずしも一般的でなかったこ
とは、御揚殿上日記の同日
条に「きやうくの御和かんあり」とあ
ろによっ
ても知られる。いず
れに
しても、狂句
からなる和漢連
句
の意である。本稿では、「和漢狂句」の呼称に従った。
当日
の和漢狂句
に対し、実隆は「非無其興」と評する。全面的
に肯定した評とは解し難い。このような微妙な表面を用いざるを得なかったのは、 りもな
おさず
和漢狂句が新しい試みであった
ことを示していよう。こ
の新しい
試みに対し、実隆自身は困惑し、
慎重に処
したものと解
される。実隆のみならず、迎衆一般も同様
であったら
しく、当代に和漢狂句が催さ
れた形跡は他に認め難い。
当年において和漠狂句の試みがなされた背景についても考えて
おきたい。当年・文明十
八年の宮中では、後土御門天皇方に
おい
て二十五日を式日と
した月次迎歌御会、七日を式日とした外様月
次和淡迎句御会、それほど遵守さ
れなくな
るが十日を式日とした
内々月次連句御会が維持され
た。勝仁親王方における月次連歌御
会は中断され いたが、五月よりは二宮・尊敦親王方
にお
いて月
次搭古迎歌御会が
開かれ、百日着到迎歌も興行された。後土御門
天皇方
の内々月次連句御会は、迎句御会と
は言いながら追句迎歌
の御会に変貌しつつあった。文明十九年11長享元年以降は、和淡迎句
御会
として運営されるようにな
る。文明十八年の宮中におけ
る連句文芸は、連歌熱は相変わらずであり、前 衰えた連句熱が一時的に回復したか 見える
が、それでも迎句連歌
、特に和淡迎
05月7日
韻字連歌
①10
月
7日、11月7日、12月2日
句の勢が増大する時期に相当した。
宮中における連句文芸の盛行は、新しい試みをも志向させた。
当年において、それが顕著であったように感ずる。後土御門天登方の月次
連歌御会においては、
五十首読歌と並行両座（辿句と連歌）
S2月25日◎5月25日08月25日
Q時正結日）
⇔11月25日
いろは辿歌
が試みられてい
る。0については、実隆公記に「御辿筍之間各賜
図、五十首御俄斑也」とし、親長卿記に「
御連埓百韻之閻思案斑」
とす
る。迎衆は、作句とと
もに作歌をも行わなければならなかっ
一3， 
た。＠については、実隆公記に「毎句以名所被遊之、頗難治事也」一とある 難事であった
ことが知られる
。0については、実隆公記
に「如法早速終百句功、匹口名
琥迎埓也」とある。彼岸会の結屈
日に因んでの試みであろう。⇔につい は、実隆公記に「今日伊
我
呂口連埓也
、於禁中初度也、有其興」とある。禁中において初度
の試みであるとする。そ
のためか、
新摺菟玖波楳の撰巣資料とし
て用いられてい
る（巻十四参照）。さらに、外
様月次和漢迎句御
会においては、
⑮4月17日
名所辿歌
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〈 注 意 〉 ー
表 記 襴 に は 、
実隆公記・文明十八年十一月十日条
6助
考欄に は 、
当年の官位や僧階等について記した。
漢 和 連句
棗分韻略不披見 和 淡 迎句
が試みられている。⑮については、
中院通秀が十 輪 院 内 府 記 に お
い て 「 和 漢 二 人 執 筆 参 候 、
同 時 甚 之 、
伍 相 交 物 忘 、
老 身 迷 惑 了 、
の句々無正舛、
為之如何」としている。
混 乱 を 生 じ た よ う で あ る 。
〇については、
実 隆 公記に「先有御迎斑百胞、
悉 踏 韻 頗 難 得 也 」
と す
る。いについては、平素は「梁分韻略」を披見しながら作句
していたこと を 示 す 。 予 習 が 必 要 で あ っ た 。
内々月次連句御会に
おいても、
筍 9 月 lO 日
が 認 め ら れ る 。
難 航 し た よ う で 、
当日は三折で中断している。
以
上のように、
文 明 十 八 年 の 宮中では、
各種の試みがな
さ れ る 。
和
淡狂句も、
これら の 試 み の 一 と し て 理 解 さ れ る 。
【迎衆】
迎衆については簡単な一党表を
作 成 し た
。
（文明十八年十一月十日「和漢狂句」参仕衆一覧）
と 図 立 国 会 図 宙 館 所蔵・迎歌合染所 収 の 「 和 淡 狂句」百韻の句挙げにおける 表 記 を 掲 げ た 。
年令脳には、
文 明 十 八 年 （ 一 四 八 六 ） の 年 令 を 記 し た 。
出句数梱には、
各人の 出 詠 し た 合 計句数とともに和句
数と淡句数をも示した。
宮中御会欄は、
文明 十 八 年 に 宮中において維 持 さ れ た
迎句文芸御会に対する参仕状態を示している
.
0印は、
参 仕 し た こ
と が
あ
る こ と を 示 す 。
な お 、
記号については、
次のCとくである。
C II後土御門天皇方外様
月次
和洪連句御会
DII後土御門天皇万内 々 月 次 迎句 会新・菟欄の0印については、
新 撰 寃 玖 波 渠 へ の 入 集 を
意 味 す る 。
4 3 2
A 11後土御門天皇
万月次連歌御
会
B11二宮・ 諄 敦 親 王 方 百 日 沼 到 連 歌
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後土御門天皇を中心にした、
内綸の集会であることが判明すろ。
就山永崇・宗山等貸・正飾が禅偲である。
就山と宗山については、
その足跡を検討中（「中世文学研究」•第一号？九号参照）であるが、
伏見宮貞常親王の
息で
、
禁中における活動は皇族・公家の
それ
と変わるところがない。平素は、
就山は相国寺常痣院内の聯
畑軒、
宗山
は同じく相国寺常怨院内の淡松軒に起居し
た。
正辞は、
南禅寺の瀾妓景也の法嗣のよ
うで、
禁斑御会への初参仕は文明十
五年十一月十日の後土御門天皇方内々月次迎句御会である。
就山
・宗山の場合とは異なり、
追句・作句の実力によって参仕したも
のと考えられる。連句・漢
句につい
て指芍的な立場にあったよう
であろ。
宗巧は佃体で
ある。俗名は五辻泰仲である。
三條西実隆
•姉小路基綱・中山宜親・田向虚治・東坊城和
長は、
後土御門天
皇の側近 った。内輪とは
言
え、
変化に富んだ迎衆の構成であ
る。
正
紐
宗巧（五辻泰仲）
向露
東坊城和長田
治
三條西実隆姉小路基綱中山
宜
親
�侍従中納言i姉小路宰相
中山宰相中将二宣親
ニ重治朝臣ご和長�宗巧芦止辞
正秘宗巧和長璽治朝臣姉小路宰相下官
62 27 36 29 46 32 
．． ． ． ． 
6. 5. 1. 8 ， 5
13 
， 
迎衆の年令については、
全般的に低いのが特徴である。宗山を
箪頭に、
四名までが一工＇代である。この若
さが
、
和漢狂句という
新しい試みを可能にした一の原動力であ
ろう。
出句状況については、
重治と宗巧が和句だけに対し、
正柿は淡
句のみを詠出する。
そのほかは和句
と渓句を
詠出しているが、
天
呈・実隆・宜親は和句、
就山・宗山・和長は炭句が
中心である。
基綬だけは、
和句と
渓句の数が伯仲する。淡句については、
数の
上からは禅俯の漢句が優勢であるが、
栂士家・公家の漢句も彩り
を添えている。
文明十八年の迎句文
芸に関する御会への参仕
状態を見ると、
そ
れぞれが宮中と深 OOわりを有し
てい
たことが
判明しよう。実隆
をはじめ、
基桐・宣親等は御会の常連であった。
禅冊の三者を除き、
全貝が新撰斑玖波渠に入集している。
天皇
•実隆・宜親に
ついては、
巻十七の糊句連歌の部にも句が採られ
5ー
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•9
ている。
和洪狂句と
いう新しい
試みを可能としたのは、
若い世代の、
気
心の知れた、
しかも階圏の面からも才能の面からも多採な人材が
一堂に会
した
ことにあろ 。
【引用句】ー
当座
性の誇瓜
実隆が閑志のために引用し
た句は
四句
である。初めの二句は発
句と入韻句であり、後の二句は79句と80句である（以下、句の番号は、「和淡狂句
」の各句に対して私に施した通し悉号であ
る）。
この
四句が引用された理由について考えたい。
Lあはらやのすとをりさむき嵐哉
御製
2酒濾猶蘭
基網
この二句が引用された最大の理由は、発句と入韻句であるから
であろう。実隆は、
自己の参仕し
た迩句文芸の御会の発句と肛句
（入韻句）については、
記録するように努めてい
る。
月次御会の
楊合、巡衆は順番に発句を詠出することが多い。
発句を詠出する
ことは名営な事であり、それだけに平素より鍛鈍を心掛けた。術忘のための引用はその
ため
でもあ
ろう。
さらに、発句はかならず
季節と場の状景を詠み込み、
脇句（入糾句）は発句に応じて大き
＜般れることはなかった。
「当座性」が発揮されている箇所であ
る。
後日
、これを見ることによりその連句文芸が拙された一座を
想起することができたものと思われる。
発句iについては、仲冬・厳寒の御所の隙固風を「あばらゃ」
を「すとを」る「さむき嵐」として、
滑稽に詠じ
たものと解する。
その表現に注目しなけれ
ば
ならないが、句に盛られた内容は、
い
ささか
の誇張があるもの
の、やはり
当座
の座娯であろう。
当日、
実隆の記事によると
、隅日は射したものの、時に冷たい雨の降っ
た一日であった。
また
、
大日本史料の文明十八年項によると、
正
月二十四 条に「禁裏ノ御修理ヲ始メサセラル」
の記事が、
九月
二日条に「京都暴風雨、禁裏北門、番衆所等破損ス の記
m
が収
められる。
土御門内斑は、天堡の住居に相応しい状態ではなかっ
たようであ
入韻句2については、
文字通り炉（火ばら。手あ
ぶり）を囲み肩を交えて作
句する様を詠出したものでは
あるまい
か。
大の男の状景として、
滑裕であ
る。
「肩」字は、
以下の押韻
句より判
断して、
「先」の韻である。
竺僕蔑信院
宗山
g-l王固佛前
御製
79.80句が引用された理由は奈辺に存するのであろ
うか。
実隆
は「此封句殊勝之由人々梱之、
珍重々々」として、
称揚している。
和炭迎句（狂 ）におい
ても、
奇数句目の淡句に同じく
淡句で応
ずる場合、
対
句にして付けるのが原則である。そこで、
79.80
が単に対句であ
ることを「殊勝」と
した
のではない。内容的に人
々を感服させた
もの
と解される。
．
79句については、
実隆は「就山」とするが、原文のCとく作者
は「宗山」と考え
る。
就山の句と
すると、句挙げに記される句数
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とも一
致しなくなろ
。就
山と宗山とは行動を共にすることが多く、
．． 
混同されろことがあった。79句は、
一僕が俯院を
守っていろこと
を詠じている。
寂窒の景として理解されるが、
それだけでは狂句
とは言い難い。
一座の人々に狂句であること
を承服させた内容は
何であろう
か。
おそら
くは、
作者・宗山が自己の境遇を比
して
詠
出した点にあるので
はある
まいか。
伏見宮家出身の禅僧・宗山が
自己のことを下僕に比し 、
一人寂彦をかこちな ら伯院を守る
姿として
も解し得る点にあるのではあるまいか。
禅林全体が応に
の大乱による荒廃から完全 は立ら直れない中にあって、
当「和
漢狂句」御会に参仕していることに象徴さ るよう 、
就山や宗
山の活動は酪美 過ぎた。
それだけに、
故意に自己を下僕に比し
て寂窒 態として詠出 たことは、
ますます一座
の人々
にとって
機智•おかしさ 映じ
たので
はあるまいか。79句の眼目は
、
自己の境遇を句裏に蔵 し 点にある。
しかも、
故意に卑
下して詠出した点にある。
作者が宗山であ
るから「狂句」として
理解されるも で、
当座性の濃厚な句と言える。
80句は、
天皇の句で、
79句と対句をなしている。
表面的には、
仁王様が仏前を固めていらっ
しゃることを詠出したもの
で、
荘厳
の景であろ。
それだけでは狂句とは言い難い。宗山
の句
を承けた
天皇は、
伏見宮家の出身で自分とは従兄弟にあたろ就山と宗山を
椰楡して、
二王が仁王の代わり
に仏前を固めていらっしゃり畏れ
多いことであ
ろとしたも
のであろ
う。禅林の貴公子として遇され
た就山・宗山が勇猛な念怒の形相をした仁王に比されたことにより、
迎衆は「
狂句」として納得したので
はあろまいか。
ここでも、
座衆を
詠出すろのに際して、
現実とは対照的な人物（神仏）に比
し、
その以外性が滑稽・戯笑をもたらして
いる。
当座性を発揮するに
ついても
、
高度な技巧であると考える。
79句と80句の特徴は、
高度な技巧を用い
て当座性を発揮してい
る点にあると考える。
一座の人々が「殊勝」として称揚したのは
、
この当座性の発揮に対すろ共感であったのではあ
るまいか。
そし
て、
これこそ狂句の蘊奥であると硝信した実隆が、
すかさず備忘
のために引用したのではあるまいか。
発句・脇句（入韻句）を中
心にし
初折表の数句が引用されることはあるが、
それ以外の句
が引用される
ことは稀少である。
文明十八年十一月十日「和漢狂句」の検討
実隆公記・文明十八年十一月十日条に引
用された句を検討する
ことにより、
「和漢狂句」一巻の中において発揮された当座性に
は、
技巧も凝らされていることが判明する。
一座と
それを
とりま
＜景、
当時催された行事や発生した事件、
座衆に関する人串等を
そのままに詠出することも当座性の発揮であるが、
それだけでは
狂句として
成立し難い。現実の状況を踏まえた上で、
例えば79.
80句のように故意 対照的に詠じて以外 を添え ことによって、滑梢・戯笑を内容とした狂句として成立するのであろ。
® 
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「和漠狂句」中には、
79.80句を代表としながら、
このほかに
も当座性の感取される
句が散見されるように思われろ。素材面よ
り私に分類し、
以下に検討を加え
たい
。
【人事】
「和漢狂句」御会を構成した
連衆には、
それぞれ固有の境遇が
存し
、
個性的な行動が認められる。
この座衆に関わる特殊な事情
は、
純正迎欧におい
ては
さほど考慮
される必要がないように思わ
れる
9
「和漢狂句」においては、
むしろ特殊な事情を考慮しなく
．ては狂句とし
て理解し難い句も存すろよ
うに思われる。
（僧衆の句）
「和漢狂句」の特徴の一は、
宮中での興
行でありながら、禅僧
が出
詠していることである。
就山・宗山・正飾は
、特別の存在で
あり、
話題の中心になり易かったと想像される。
就山。就山には、
次のような句がある。
4収少徒守田
就山
｝収穫が少ないに
もか
かわらず、
いたずら
に疫せ田を守
っている
ことを詠じている。
それだけで滑稽とも言え
よう。
が、
この句
は
田を守ろ案山子の
ことを詠出してい
るのではあるまいか。案山子
は、
俯都玄賓の「山
田もるそほづの身こ
そ哀なれ秋果ぬれば訪ふ
人もなし
」（続古今、
一六一六）の歌で知られるように「そほづ」
であり、
「僧都」が宛てられ
ている。
就山は、
僧である自己を僧
郡・案山子に比 て詠出したのではあるまいか。
また、
疫せ田を
守る僧都・案山子に比することは、就山
が宮中や高級武士の庇護
を受けて特別に恵まれた生活を送っていただけに、滑稽味•おかしみ 添え のに効果的であった
と解
される。
20灘襟口垂涎
就山
口から涎を垂らし
て襟を湿らせている景である。
一句としては
老人の姿態であろうか。
宣親の「19ゆかの
うへ日のいつるまてね
ふりゐて」句と付く時、
居眠りの様態となる。20句が
出された時、
座衆はいずれも禅
床における就山
の居眠りを想像したの
ではある
まいか。
．
59石に
たにお
こりをおとす神有て
就山
就山の詠じた和句であ
る。
石に
すら窮を除く神通力があろこと
を述べる。
前句は重治の「58ほそきはしこそ膝ふるひけれ」であ
る。
59句はよく付いた句であり、
これ以上の穿繋は無用かもしれ
ない。
が、
この句が就山が「和
漢狂句」に詠出した八句の中
の第
八句目であ
るため、
何か
特別の意味が蔵され
ているのではないか
と考えるの る。後半の
四十句の中に就
山の
句が一句も窮めら
れないことは、
車情が存し
て詠
出を断念したと考えざるを得ない。
出詠を断念し
た理由を59句に求め
る
とすれば、
それ
は「おこり」
である。
就山は悪寒に襲われ、
温石を抱くために詠出を断念し
た
のでは まいか
。
正鼻の付句の「60寒暑甕盟堅」は、
寒さ琶さ
につけて堅い盟約も乱されがらですと、
すかさず就山の悪寒によ
ろ断
念をも椰楡したのではあるまいか。
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宗山。宗山については、
特に禅林における生活を背景にした句
が顕著であろ。
前項で検討した79句も該当する。
．． 
＆恒多堪借月
宗山
「借月」、
月光を借りる
ことはむし
ろ風流事として理解される
ことかもじ
れない
が、
貧のためのそれ
となると悲惨事である。応
仁の大乱以降の禅院生活は一般に
は窮乏の状態にあった。3句は、
禅林に
おいては特殊の状態で
も誇張の表現でもない
ように思われ
．る。一般僧の句としては、
おかしさ・滑搭に乏し
い。が、
宗山が
自己の禅院生活を反映した句
として詠出したとすると、
事情は異
なる。
宗山も特別に恵まれた生活をしていただけに、
虚偽の句
、
作為の句として座衆よりは異論が
唱えられ、
滑用・戯笑として解
されたであろう。
18烏囀斑此祠
宗山
「班」字については、
むし
ろ「淑」字として判読される（両角
氏論文では「淑」）。が
、意
味の上か
ら「証」と解した。謡には、
まどわすの意がある。烏
の囀りの声がこの静寂の境地を惑わすこ
とですの意と解されろ。
が、それだけでは狂句とは
言い難く、禅
僭の宗山が作者であること
が加味されて滑稽・戯笑が添えら
れる。
禅僧にとっ
て静寂
の坐禅の境地が烏の囀り声に邪魔されることは、
表面的には真摯な修行態度として映
ずろ
が、
実は三昧境・悟境に
逹し
ていないこ
とを示す。
自己の未熟を思わず暴露したことにな
りはしないか
。宗山
は、
風流の句裡に自己．禅僧
を卑下した
内容
をも暗示することにより「狂句」としている。
前句は正壽の「17
蝶過疾於鬼」句で
ある。蝶が眼前を横切り、
烏が囀り、しきりに
禅境
の乱され
ている
未熟僧の坐禅の状景としている。なお、
宗山
の18句に対しては、宜親
が「19ゆかのうへ日の
いつる
まて
ねふり
ゐて」句を
付ける。宣親は、
文字
通り哀面目で風流な句として解
した上で、
すかさず実は陽が昇るまで禅床の上で居眠
りし
ていた
ので ょうと椰楡する。禅佃に
対すろ、
宗山に対する椰楡である。
況停午聴鐘睡〔眠〕
宗山
真昼時、正午の鐘を聴きながら
睡（眠）ってい
ろ景である。
「
睡」字は
、寓韻であ
り、
先韻ではない。
「和漠狂句」の押韻句は
先額で統一さ
れており、策写者が先韻である「底」字
を誤って「
睡」字とした
のであろう0
92句に示さ
れる
異常の睡眠は
、
基綱の
前句「91遅日倒墜腹」
と付く時は、
空腹のあま
りに身動きするこ
とのでき
ないそれであ
る。
正壽の「93塩為薬師断」句と付く時は、
病臥の睡眠である。が、
一句としては、
少なくとも一座の人々は
禅院における宗山・禅僧の怠惰
の午
睡として解釈した ではあろ
まいか。
宗山
97叢林栗撓近宗山
が禅林の代表的行事であ
る「茉払」を詠出していると解し
た。ただし、
「采」字は原本の崩しの字形の類似と句の内容から
判じ ものである（両角
氏論文では判
読不能とされる）。原本に
おけろ筆写者が
、すでに判読す
ることがで
きず、字形のみを模写
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したものと解される。榮払は、
一般冊衆より選ばれた伯が払子を
来って説法する意であ 毎年結制（四月十五日）と冬至（大略十一月中）の日
に行われる。本胡禅林では
、住
持になるための資
格試験の意味が存し、特に瓜要視された行
m
である。宗山の句は、
叢林では
いよい
よ采払の儀式が近づいたことである
の意になる。
「和淡狂句」御会が
催されたのは十一月十日のことであり、
当年
の冬至は十一月十九日であっ 。采払を間近
にした叢林の緊張を
詠出したことになるが、
宗山の作句の意図が
これのみ
に止まれば、
狂句とは舌い難い。宗山としてはむ
ろ、
「自分が采払を勤めて
住持として 世するの
も間近ですぞ」の意を煎めていた
のではあ
るまいか。
いかに高貴の出自とは言え、
二十三オ、
侍者位の宗山
であ 。
弱輩の身で故意に茉払・住持
のことを口にすれば、
それ
なり
に滑糟・戯笑を伴うこと
になろ
う。宗山は、
采払という禅林
の行事に注目させ
なが
ら、
現状ではとて
も実現不可能な
自己の願
．望
を陪示
すること
に
より、
おか
しさ•笑
いを誘い辺いたものと思
われる。高度 技巧の凝らされた当座性の発揮
と解
される。
なお
、
・・
・前句は重治の「96ねふたきと
きそほれ／＼となる」である。
宗山
は、
眠気を催
した折の弛綬の様態に対し、
表面的には茉払の儀式
．の
緊張を対照させて付
けている。ま
た、
宗山の97句に対
しては、
・
和長が「98朝廷節含全」句を付けている。和長は、
宗
山句が奇数
．
句であるために対
句で応じる必要があった。禅林の茉払に対し
て、
朝廷の節会を詠出する。和長の眼目は、
「全し」とした点にある
•9
と考える。
和長も、
現実はそれほどで
ない
にもかかわら
ず、
けた
ころがない、
滞りがない」とする。宗山の作句法と共通し
ている。
ちな
みに、
朝廷に
おける十一月
の代表的行軍は「五節」
であるが、
当年
に挙行された痕跡を認め難い。
．
正籍。
正飾の句には、
最多を詠出し
ながら
、
禅僧としての生活
を反映
した句が見い出し難い。自己の身上・揉遇を詠出すること
なく、
迎句文芸の世界を観念裡に創造し得たかのCとくである。
当代の禅俯の中で、
最も迎句文芸に通じていた一人で
ある。
わず
かに、
次のような
句がある。
虹塩為艇師断
正榊
薬師・医者のために塩を断たれたことを述べる。
前出
の宗山の
前句「92停午聴鐘睡〔眠〕」に対して、
正鼻はなぜ「薬師」を詠
出して病臥の態としたのであろうか。正鼻が医寂の道に通じていたからではある
まい
か。宜胤窮記に「？、
被問東向歌築車、
正鼻
蔵主自今朝興槃」（長享三年五月十四日条）とある。薬師は、
自
己のこ
とでも
あった。
以上、
僧衆の句の中から、
座衆に
かかわろ人軍を素材とした句
を抽出し、
そ
の当座性について検討した。一座において禅僧はむ
しろ賓客であった。禅林における
禅倍の生
活・修行は、
厳粛な
こ
とで知られてい
た。そ
れだけに、
禅僧の禅林における自己の生活
を反映し
てい
るかに解
される句は、
軍の善し謳しを問わず、
抑損
・滑糟・戯笑の対象に
なり得たので あるまいか。
「欠
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宜親
（公家衆の句）
公家衆は、自己の身上・境遇を
詠出する
ことが少ない。格別に
．目新しいこと
でもなく、滑稽・戯笑の素材になり難いのであ
ろう。
認平のよしあし毛もこAろせよ
基綱
基綱の句。一句としては、箪 善し悪
しについて
は毛にも留意
しなさいとなろ
う。前句は天皇の「9山人のねらふも
しらぬ白兎」
である。前句に付く時は、
山人・猟師に対する注意となる。箪の
菩悪に苔及した
の
は、やはり基綱が逹箪の年長者である
ことによ
るのではあるまいか
。基綱は、宮中の連句文芸の御会における代
表的な執筆で った
27山か
せや杉の梢にやすむらむ
28のほれはこしも
いたき一坂
前句は宗巧、付句は重治の句。宗巧は連衆の間では最年長であ
った。重治は、遅参したので
あろうか、28句が初出であ
る。宗巧
は重治の遅い出句を
、重治は宗巧の老令を、句衷においてお互い
に椰楡した句とは解せない
であ
ろうか。杉の梢の
あ
たりに一休み
している山風を重治に、急
坂を
登って腰の痛い老人を宗巧に比
した
句
であると考えたのである。
42文字もしらねはふみもやられす宜親の句。
文字を知らないので便りを追ることもできないとす
る。
宣親は、
「和淡狂句」御会においては執筆を勤めている。文
字を知らねば勤まらぬ役である。その当人が文字を知らぬと詠じ
重治宗巧
たことにより、滑稽・戯笑も倍加され
たのではある
まいか。
【座景】
当座性の濃厚な
句として、一座とそれ
を取り巻く呆を素材にし
たも
のがあろ。既出の1.2句が該当するしが、こ
のほ
かに座景
を詠出したことが明ら
かな句を見い出し難い。次のような句の存
在を紹介するに止める。
14酔狂緑酒賢
和長
⑩活計頭生煙
宗山
翌篇非嗚船
御製
45さかつきもこヽのか
さねの
けふの秋
誼治
前半部に、皿酒と馳走の
句が骰見される。あ
るい
は座景をも反映
した句ではないかと考える。実隆公
記によると、朝餐後に参内し、
夜に入って百句の功を終え
ていた
。御場殿上日記によると、この
間のことについて
きやうくの御和かんあり、れんき・万松御まいり
あり、御ちの
人い
つもの御
かゆあり、御た
る一・御かはらけの物あり、御ふ
るまゐ也、いさう
すまいる、
（文明18.11.10条
）
とす
る。粥が出
され、酒と肴が振る舞われている。
昼食を挟み、
酒を酌みなが
らの御会であった
ことが
知られる
。当然のことなが
ら、馳走や固酒のことが話題になったこ
とと思われる。これに因
んだ句が作られても不思議ではない。特に、30.32.45句の場合は、一巻における位図と御会の経過を
考慮する時、昼食と酒宴の
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推移に一致しているようにも解されるのであ
る。30句は駒走
の準
儲、32句は微酔の態、45句は深酔の隠をも詠出したのではないかと考えるのである。なお 14 につ
いては、宗
山の前句
に付けた
ものである。宗山 、酒を好んだ で、飲中八仙
一人である
汝賜王李雌に
比されろことがあった（
横川・補廂京華前集・「次
句萬松宗山尊君試筵詩」詩参照）
。和長は、酔い狂っているのは
うま酒を飲んだあ
なたのよう
な棗人ばかりですと、実は暗に椰楡
したも
のか
も
しれない。
【世情】
・
「和漠狂句」の催された当時に挙行された行事や発生した事件
を詠出したと解される
句は認め難い。が、当代の世情を反映し、
特別の感情も顎めら
れていた
で
あろうと解される句はある（前出
98句参照）。例えば、
次の句である。
11飢腐窓煮字
就山
12覆面弓掛弦
実隆
13歌走黄巾黛
宗山
11句は就山の句である。
「煮字」は、
貧害生が文字をもって生
活の資とする喩えである。前句は前出・基綱の「10箪の
よしあし毛
もこヽろせ
よ
」で
あった。主と
し
て
武家を相手と
した書写の内職が、
・当代公家の間に流行した。基綱も｀
次句
の作者の実隆も、達筆の
「煮字」公家の
代表で
あった。
大日本史料・文明十八年＋月二8
条には「勝仁親王、
三
條西賓隆、中山宣親、滋野井教國等ヲシテ、
源氏物栢ヲ書窟セシメラル」記事が集められている。当年は盛んに書写が行われた。
12句は実隆、
13句は宗山の句である。物騒・不様の状景である。
この年
、三月
から四月に
かけて慈府の政治に介入
したために正親
町三條公治が細川政元の軍勢に
よって襲撃されるという事件が起
こっている。宗
山も関与したら
しい（大乗院寺社雑事記・文明十
八年四月六日条等参照）。三條西
家は、
正親
町三條家の庶流であ
った。さらには、
「盗賊、京都及ビ近郊二横行シ、
是日、伏見庭
田雅行第ヲ侵ス、依リテ、
山科言國ヲ伏見宮第二逍シ、御見舞ア
ラセラル」（大日本史料・文明十八年六月二十四日条）や「京都
2
二癒政一揆蜂起ス、落府、
細川政元等ヲシテ之ヲ撃タシム、尋デ、
一。
一揆
、東寺王攣リ、同寺金堂以下ノ堂舎ヲ火ク」（大日本史料・
7
文明十八年八月二十四日条）と
あるとと
く、
盗賊が横行し、徳政
一揆が蜂起した
。煮字
の公家も密かに護身・
武装し、
大声で大路
を走り廻るのが
黄巾賊にも比されろ一揆の徒ばかりであったのは、
なかば事実であったと解
されるの
である。
以上、文明十
八年十一月十日「和漢狂句」について、「当座性」
の観点より検討した。当座性が発揮さ
れた句
は、禅林聯句に比ペ
れば少ない
が、
純正連歌に比べれば多い
。和句
より
は、禅惜を中
心に
した漢句に顕著である。素材面より人事、
座景、世情に焦点
を合わせて考察したが、特に
座
衆に関わる人事を素材にした句に
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第六号
第十四
号
国文白百合（白百合女子大学）国文目白（日本女子大学）国立 栢研究所年報
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古代研究（早稲田古代 会）語文（大阪大学）古典研
究（ノートルダム清心女子大学）
第十号
古典論叢（古典綸叢会）
第十一号、
第十二号、
第十三号
第四十輯、
第四十一輯
第五十六輯、
第五十七粗、
第五十八輯
第五十四号
語文（日本 学）語文研究 九州語文論叢（千葉大学）駒沢固 （駒沢大学）駒沢短大国
第十三号
ー
佐賀大国文相模閲文（相模女子大学）滋賀大国
第十号
第十一号第二十号
第十五号
第二十二号
第二十三号、
第二十四号
第十力号
-103-
